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米軍機等の離陸について
　平成２９年５月２５日付広資料第３０号、同年６月２日付広資料第３４号及び同日付広資料第３５号でお知らせしたこのことについて、在日米軍横田基地から防衛省北関東防衛局を通じて、下記のとおり情報提供がありましたので、お知らせします。
　なお、防衛省北関東防衛局から在日米軍横田基地に対し、日曜日に航空機が離陸したことは誠に遺憾であり、航空機の運用に当たっては、引き続き、安全の確保に努めるとともに、航空機騒音規制措置を遵守し、周辺住民に与える影響を最小限にとどめるよう申し入れております。
　また、横田基地周辺市町基地対策連絡会は、横田防衛事務所を通じ、在日米軍横田基地に対し、下記のとおり、口頭で申し入れております。
記
１　情報提供内容
　⑴　横田飛行場に飛来していた韓国空軍機Ｆ－１６（６機）は、６月３日（土）

　に同飛行場を離陸した。
⑵　米軍機Ｆ－１６は、６月４日（日）に１１機が同飛行場を離陸したが、その
　うち１機が、再度、同飛行場へ着陸した。（計１０機が横田飛行場を離脱）
⑶　現在（６月５日）、横田飛行場に駐機している米軍機Ｆ－１６の機数は５機

である。

２　口頭要請内容

⑴　要請日
　　　平成２９年６月５日（月）
⑵　要請先
　　　防衛省北関東防衛局長
⑶　要請内容
６月３日（土）及び同月４日（日）に、米軍機Ｆ－１６及び韓国空軍機Ｆ－

　１６による離着陸が行われ、横田基地周辺市町には、周辺住民から騒音に対する苦情や不安の声が寄せらせたところであり、その苦情の多くは、早朝の時間帯による航空機の運用に関わるものであった。

　　多くの住民が休息を取る休日の早朝に航空機の離着陸が行われることは、周辺住民に与える影響が大きく、誠に遺憾である。
ア　米軍機Ｆ－１６及び韓国空軍機Ｆ－１６の離着陸等の情報を明らかにす

ること。
イ　周辺住民の騒音被害の軽減のため、特に、土曜日及び日曜日については、
　航空機の飛行による騒音を発生させないことを米軍に申し入れること。
ウ　引き続き、迅速かつ正確な情報提供を行うこと。
エ　飛来機の航行に当たっては、徹底した安全対策と騒音などの環境への配慮

　について申し入れること。
⑷　要請者
　　　横田基地周辺市町基地対策連絡会構成市町長
